
The Doll Fest iva l  
 of the Owari Tokugawa Family 2018

特
別
展

大正天皇ゆかりのお人形
　　　　　特別公開

千
利
休《
泪
の
茶
杓
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展

2
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3
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4
月
8
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2
0
1
8
年

開
館
時
間
： 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時 （
入
館
は
午
後
4
時
半
ま
で
）

休
館
日 

： 

月
曜
日（
2 

／
12（
月
･
祝
）は
開
館
、翌
2 

／
13（
火
）は
休
館
）

観
覧
料 

： 

一
般 

1
4
0
0
円
、 高
大
生 

7
0
0
円
、 小
中
生 

5
0
0
円

※
20
名
様
以
上
の
団
体
は
一
般
2
0
0
円
、そ
の
他
1
0
0
円
割
引
　
※
土
曜
日
は
小
中
高
生
入
館
無
料

主
催
：
徳
川
美
術
館
・
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
・
中
日
新
聞
社
　
協
力
：
名
古
屋
市
交
通
局

問
合
わ
せ
先
：
徳
川
美
術
館  
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名
古
屋
市
東
区
徳
川
町
　

　
尾
張     

徳
川
家
の

徳
川
美
術
館

大正天皇ゆかりのお人形
　　　　　特別公開

蓬
左
文
庫

　
江
戸
時
代
以
降
の
町
な
か
を
飾
っ
た

お
雛
さ
ま
は
、
素
朴
で
身
近
な
親
し
み

や
す
さ
が
あ
り
ま
す
。
徳
川
美
術
館
に

寄
贈
さ
れ
た
様
々
な
お
雛
さ
ま
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

●基幹バス「徳川園新出来」下車徒歩3分
●JR中央線「大曽我駅」下車南口より徒歩10分

❶　「紙雛（高松）」　昭和時代　20世紀　個人蔵
❷　「享保雛」　江戸時代　18-19世紀　個人蔵
❸　「木目込雛」　昭和時代　20世紀　越智恵津子氏寄贈
❹　「御殿雛飾り」　明治時代　19世紀　志村正・恵子氏寄贈

❸

❷

❶

❹

徳川園催事

花を誘う 徳川園の梅、桃、桜

2/24土― 4/1日
次回予告

春季特別展　明治 150年記念　

華ひらく皇室文化  ― 明治宮廷を彩る技と美―

4/17火― 5/27日
菊御紋卓布　京都・大聖寺門跡蔵

同
時
開
催

Enjoying Hina Dolls
-The Doll Festival of 
      Established Families-



玄
関
ロ
ビ
ー
で
雛
ま
つ
り

●
名
古
屋
の
老
舗
人
形
店
・

　
大
西
人
形
本
店
の
雛
人
形
七
段
飾
り

●
雛
人
形
の
顔
出
し
パ
ネ
ル

【
特
別
企
画
】

目
で
見
る
雛
ま
つ
り 

―
 

十
二
単
着
装
公
開 ―

 

一
般
財
団
法
人 

民
族
衣
裳
文

化
普
及
協
会
に
よ
る
着
付･

解

説
で
、
公
家
女
子
の
正
装「
十
二

単
」
の
着
付
け
を
ご
覧
い
た
だ

き
ま
す
。

お　

話
／
一
般
財
団
法
人

　
　
　
　

民
族
衣
裳
文
化
普
及
協
会　

　
　
　
　

理
事　

武
田
富
枝
氏

琴
演
奏
／
生
田
流
宮
城
会　

　
　
　
　

大
師
範　

早
川
恵
子
氏

日　

時
／
3
月
3
日（
土
）

　
　
　
　
〈
午
前
の
部
〉 

午
前
11
時
〜
12
時

　
　
　
　
〈
午
後
の
部
〉 

午
後
2
時
〜
3
時

会　

場
／
講
堂　

※

入
館
者
見
学
自
由

オ
リ
ジ
ナ
ル
香
袋・文
香
を
つ
く
る

講　

師
／
春
香
堂　

社
長　

小
川
薫
氏　

日　

時
／
2
月
25
日（
日
）　

　
　
　
　
〈
午
前
の
部
〉午
前
11
時
〜
12
時 

　
　
　
　
〈
午
後
の
部
〉午
後
2
時
〜
3
時

参
加
費
／
１
８
０
０
円（
入
館
料
別
）

※

申
込
制（
各
先
着
60
名
）

尾
張
徳
川
家
の
雛
ま
つ
り 

満
喫
プ
ラ
ン

学
芸
員
に
よ
る
特
別
展
の
解
説･

お
抹
茶
と
和
菓
子･

体
験

（
聞
香
ま
た
は
貝
あ
わ
せ
）
を
セ
ッ
ト
に
し
た
お
得
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
。

日　

時
／
2
月
22
日（
木
）･

23
日（
金
）・
24
日（
土
） 

　
　
　
　

各
日
午
前
10
時
〜
午
後
1
時
30
分

参
加
費
／
一
般 

２
５
０
０
円
、 

 

高
校
生
以
下 

１
５
０
０
円

※

申
込
制（
各
日
先
着
20
名
）

※

プ
ラ
ス
２
５
０
０
円
の
特
別
価
格
で
宝
善
亭「
雛
御
膳
」を

　

お
付
け
で
き
ま
す
。

ス
ラ
イ
ド
レ
ク
チ
ャ
ー 

雛
ま
つ
り
展
を
学
芸
員
が
ス
ラ
イ
ド
で
解
説
し
ま
す
。 

日
時
／
3
月
6
日(

火)･

24
日(

土)　

　
　
　

各
回
午
後
1
時
〜
1
時
30
分　

会
場
／
講
堂　

※
入
館
者
聴
講
自
由

ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
う
れ
し
い
雛
ま
つ
り
」

講
師
／
創
業
明
治
15
年　

大
西
人
形
本
店　

　
　
　

店
長　

大
西
嘉
一
郎
氏

日
時
／
2
月
17
日（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
12
時　

会
場
／
講
堂 ※

入
館
者
聴
講
自
由

雛
御
膳　

【
連
携
企
画
】

展
覧
会
会
期
中
、当
館
庭

園
内
の「
宝
善
亭
」に
て
、

春
の
彩
り
を
盛
り
込
ん

だ
懐
石
風
お
弁
当「
雛
御

膳
」
を
数
量
限
定
で
ご
用

意
い
た
し
ま
す
。

2
8
0
0
円（
消
費
税
込
）

T
E
L
：
0
5
2（
9
3
7
）0
1
4
7

ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
徳
川
園

尾
張
徳
川
家
の
雛
ま
つ
り
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
ン
チ
コ
ー
ス
を
ご
用
意
。

5
5
0
0
円（
消
費
税
別
）

T
E
L
：
0
5
2（
9
3
2
）7
8
8
7

　
※
宝
善
亭
、ガ
ー
デ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
徳
川
園
は
事
前
の
ご
予
約
を

　

お
勧
め
し
ま
す
。

文
化
の
み
ち
雛
巡
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
　

平
成
30
年
2
月
3
日（
土
）〜
3
月
11
日（
日
）

徳
川
美
術
館
・
徳
川
園
・
蓬
左
文
庫
・
名
古
屋
城
・
文
化
の
み
ち

橦
木
館
・
文
化
の
み
ち
二
葉
館
・
名
古
屋
陶
磁
器
会
館
を
巡
っ
て

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
内
裏
雛
飾
り
が
完
成
し
ま
す
。

日
本
遺
産
認
定
記
念

第
17
回  

陶
の
ま
ち  

瀬
戸
の
お
雛
め
ぐ
り

瀬
戸
蔵
の
高
さ
4
ｍ
・
11
段
の

「
ひ
な
ミ
ッ
ド
」
に
並
ん
だ
約

1
0
0
0
体
の
陶
磁
器
・
ガ
ラ

ス
の
創
作
雛
は
見
ご
た
え
満

点
！
瀬
戸
蔵
に
徳
川
美
術
館
入

館
券
を
お
持
ち
い
た
だ
い
た
方

に「
ち
ょ
こ
っ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
」を

差
し
上
げ
ま
す
。

【
日
程
】２
月
３
日（
土
）〜
３
月
４
日（
日
）

【
会
場
】瀬
戸
蔵
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
先
】瀬
戸
市
ま
る
っ
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
観
光
協
会

　
　
　
　
　
　

  

T
E
L
：
0
5
6
1（
8
5
）2
7
3
0

❶ 「尾張徳川家三世代の雛段飾り」  明治・大正・昭和時代　20世紀
❷ 「菊折枝蒔絵雛道具  三棚飾り」  俊恭院福君（尾張家11代斉温継室）所用　江戸時代　19世紀
❸ 「犬張子」  江戸時代　18世紀　建中寺蔵
❹ 「合貝（菊折枝蒔絵貝桶附属）」  俊恭院福君（尾張家11代斉温継室）所用　江戸時代　19世紀
❺ 「御所人形」  徳川米子（尾張家19代義親夫人）所用　20世紀
❻ 「毛作り人形 犬」  徳川米子（尾張家19代義親夫人）所用　20世紀
❼ 「菊折枝蒔絵雛道具  乗物」  俊恭院福君（尾張家11代斉温継室）所用　江戸時代　19世紀
❽ 「市松人形」  瀧沢光龍斎作　昭和時代　20世紀
❾ 「有職雛」  貞徳院矩姫（尾張家14代慶勝正室）所用　江戸時代　19世紀

　

徳
川
美
術
館
に
は
、
尾
張
徳
川
家
の
姫
君
の

た
め
に
あ
つ
ら
え
ら
れ
た
雛
人
形
や
雛
道
具
が

伝
来
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
御
三
家
筆
頭
の
名

に
ふ
さ
わ
し
い
質
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
狭
し
と
雛
人
形
や
雛
道
具
が
並
べ

ら
れ
る
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
雛
段
飾
り
は
、

高
さ
２
メ
ー
ト
ル
、
幅
７
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ

び
圧
巻
で
す
。
大
名
家
な
ら
で
は
の
、
豪
華
で

気
品
あ
る
雛
の
世
界
を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
展

尾
張     

徳
川
家
の

展

❶

❷

❹

❽

❾

❻

❸

❺

土曜講座 各日午後1時30分～午後3時 ※有料 「香の文化」 
学芸員　安藤香織　2/10（土） 「雛さまざま」 

学芸部長　四辻秀紀3/10（土）

❼

イベント案内 お問い合わせ 052-935-6262　お申し込みは往復はがき・ 【FAX】052-935-9444・ 【Email】taiken@tokugawa.or.jp のいずれかで受付


